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実践

①実態の把握①教室設計の改善 ①実態の把握
②振り返り

①教室設計の改善
②実践の批判的な

見直し

実践研究

見直し

践

教室を改善し，見直すためには教室活動の
実態の把握や振り返りが必要。実態を可視化
する方法として会話データ分析が有効。
会話デ タ分析をど ように利 す きか？会話データ分析をどのように利用すべきか？
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自身の実践 他の実践

改善・見直し

開示・共有

実態把握

究

助言・提言

会話

省察

実践研究
実践研究で明らかになっ

会話
データ
分析

実践から立ち上がる理論（舘岡2008）

たことを理論化・抽象化
分析
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実践から立ち上がる理論（舘岡2008）



1980年代

（1）言語知識の習得を重視したコミ ニケ

実践の報告から研究へ

（1）言語知識の習得を重視したコミュニケー
ション能力育成のための実践研究が始まる

（2）大学の日本語教育のほか，難民日本語教育
の実践研究なども行われる

1983年 「留学生10万人受け入れ計画」1983年 「留学生10万人受け入れ計画」
1985年 国立8大学に留学生教育センター設置
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1990年代 実践の目的，場，方法の拡大，
実践 多様化 メタ研究 出現

（3）実践の目的，場，方法の拡大し，実践研究

実践の多様化，メタ研究の出現

が多様化する
例）目的：コミュニケーション能力，ストラ

テジ 能力の育成などテジー能力の育成など
場：異文化理解教育，日本事情教育など
方法：PCを用いた実践など方法：PCを用いた実践など

（4）実践研究の方法の提案，あり方に言及する
論文が書かれる

1991年『日本語教育』73号特集「コミュニカティブ・アプローチを
めぐって」，75号特集「日本語授業の分析と教育の改善」めぐって」，75号特集「日本語授業の分析と教育の改善」

1992年 78号特集「日本語教育とCAI」
1994年 82号特集「専門分野別日本語教育」，83号特集「年少者

のための日本語教育」のための日本語教育」
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コミュニケ ション1980年代 コミュニケーション
観の変容

言語知識を重視

年代

学習者の言語形式
のみならず1990年代 のみならず，
方略能力に着目

方略的知識，能力を重視
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2000年代 実践，実践共同体，社会への

（５）多岐にわたる実践の成果が学会発表や論文

還元と連携

（５）多岐にわたる実践の成果が学会発表や論文
発表を通して他の実践現場に還元

※JSL児童生徒に対する教室実践 留学生の
協働学習，教師養成に関わる研究など

（６）社会的な問題に対処するため，社会と
連携するようになる

※JSL児童の日本語能力評価に関する提言など

2004年 「実践研究フォーラム」開始
「フォールドの学としての日本語教育実践研究」（石黒2004）フォ ルドの学としての日本語教育実践研究」（石黒 ）

2005年 『日本語教育』126号特集「日本語教育の実践報告―
現場の知見を共有する―」（細川2005など）
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2006年 128号特集「年少者日本語教育の現在―その課題と展望」
2008年 138号特集「「多文化共生社会と日本語教育」について」



コミュニケーション観
の変容の変容

方略的知識，能力
1990年代

2000年代

相互行為分析，批
判的談話分析など2000年代

相互行為，対話

判的談話分析など
が出現

人と人の関係性に人と人の関係性に
着目

実

実践共同体
社会

実践，実践共同体，
社会への還元実

践

社会への還元
と連携
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デ会話データ分析は，実践研究論文において

どのように利用されてきたのか？

学会誌『日本語教育』の創刊号～150号に

掲載された実践研究論文を 歴史的 社会的掲載された実践研究論文を，歴史的，社会的
状況をふまえて年代別に量的・質的に分析
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（1）学会誌『日本語教育』創刊～150号の分類（1）学会誌『日本語教育』創刊 150号の分類

掲載論文（全1611本）

会話データ分析を行っている論文39本を認定
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（2）「実践研究論文」の認定基準

①学会誌において「実践報告」と区分された

論文論文

②実践者や実践に関わる者が，実践現場を② 践 や 践 践

データとして，実践の内実（目的・理念・

方法・活動・内容・プロセス・結果など）方法 活動 内容 プロセス 結果など）

を具体的に記述・分析し，その意義・改善・

提言などについて考察した研究提言などについて考察した研究
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（3）「会話データ分析」として認定した論文（ ） 会 析

文の単位を超える二発話以上連続したまと文の単位を超える二発話以上連続したまと

まりのある単位からなる話し言葉を分析

デ タとして 談話レベルの会話の減少をデータとして，談話レベルの会話の減少を

記述している論文
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表1 年代別の論文数と「実践が行われた場所」

会話
①実践が行われた場所

年代
掲載論

実践
研究

会話
デー
タ分

大学

小
・
中

地域
日本

国内
その
他教

海年代
文数 論文

数
析の
論文
数

大学 中
学
校

日本
語教
室

他教
育機
関

海
外

1960年代 58 3 0 0 0 0 0 0
1970年代 250 15 0 0 0 0 0 0

年代1980年代 390 73 2 1 0 0 1 0
1990年代 442 59 12 12 0 0 0 0
2000年代 471 41 25 12 8 3 0 2
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合計 1,611 191 39 25 8 3 1 2



1980年代
実践の報告から研究へ

言語知識 重視（言語形式に着目）言語知識の重視（言語形式に着目）

表2 実践研究論文のキ ワ ド（ 部）表2 実践研究論文のキーワード（一部）

学習者 研究対象 研究内容

なし 日 本 語 入 門
ク ラ ス ， 難
民 日 本 語 教

ＣＬＬ，ＴＰＲ，ドラマ方式，外国語
教授法，コミュニケーション能力，聴
解指導 聴解能力優先 談話展開民 日 本 語 教

育
解指導，聴解能力優先，談話展開
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（1）分析データの種類

1980年代の会話データ分析

（ ）分析デ タの種類

教室活動中の会話，寸劇の会話など

（2）分析項目（2）分析項目

特定の教授法を使用した授業の展開，特定場面
における登場人物のやりとりなどにおける登場人物のやりとりなど

（3）実践現場への活用

①コミ ニケ シ ン能力の育成を目的とした教授①コミュニケーション能力の育成を目的とした教授
法の検証，普及のために会話データ分析を利用

②実践研究が自身の授業改善に寄与②実践研究が自身の授業改善に寄与

③他の実践現場へ教授法を普及させる目的でも利用
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1990年代 実践の目的，場，方法の拡大，
実践の多様化 メタ研究の出現実践の多様化，メタ研究の出現

方略的知識，能力の重視（方略能力に着目）

学習者 研究対象 研究内容

表3 実践研究論文のキーワード（一部）

学習者 研究対象 研究内容

上 級 学
習 者 ，
中

話し言葉教育（2）

異文化理解教育，専
本 教育 待

コミュニケーション（3），コ

ミュニケーション能力，コミュ
方略中 ・ 上

級 学 習
者 ， 学

門日本語教育，待遇
表現教育，日本事情，
多文化クラス，体験

ニケーション方略，インターア
クション，カウンセリング，グ
ループ・ダイナミクス，グルー

習者 学習，日本人家庭訪
問，ディべカッショ
ン，プロジェクト・

プでの問題解決，読解の技能とス
トラテジー，異文化理解，学習ス
トラテジー，思考過程，学習の動ン，プロジェクト

ワーク，読解，文法
学習，情報伝達学習，
聴解練習

トラテジ ，思考過程，学習の動
機づけ，感受による学習・習得，
談話の展開標識，ティーチャー・
トーク 独話 授業に関係のある聴解練習 ト ク，独話，授業に関係のある
レベル・シフト
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1990年代の会話データ分析1990年代の会話デ タ分析

（1）分析データの種類

教室活動中の会話 ロ ルプレイ フ ルド教室活動中の会話，ロールプレイ，フィールド・

トリップなどの教室外活動の自然会話など

（2）分析項目

学習者の談話構成 文法能力 運用ストラテジーの学習者の談話構成，文法能力，運用ストラテジーの

習得，活動中の思考過程，学習者間のやりとりなど

（3）実践現場への活用

①コミュニケーション能力や学習ストラテジーの測定，①コミュニケ ション能力や学習ストラテジ の測定，

検証や，新たな機材・教具の使用方法の検討に利用

②実践研究の手法として様々な分析方法を紹介②実践研 法 様 な分析方法 紹介
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2000年代 実践，実践共同体，社会への還元と連携

相互行為 対話 重視（人と人 関係性に着目）相互行為，対話の重視（人と人の関係性に着目）

表4 実践研究論文のキーワード（一部）

学習者 研究対象 研究内容

JSL児童

生 徒

ピア・レスポンス（2），
協働（2）対話（2）

コミュニケーション，社会性，JSLバ
ンドスケール 構成的エンカウンター生 徒 ，

JSLの子

ど も ，
外 国 人

協働（2）対話（2），

ピア・リスニング，協
働的実践，協働学習，
大学のための文章教育

ンドスケール，構成的エンカウンター
グループ，児童間インターアクション，
グループ・モニタリング，教室のイン
タ アクシ ン 教室内のネ トワ外 国 人

児 童 生
徒 ， 子

大学のための文章教育，
年少者日本語教育，イ
マージョン・プログラ

プ ジ

ターアクション，教室内のネットワー
ク，相互行為，調整行動，日本語運用
力，日本語能力，ストーリーテリング，

プ プど も た
ち の 多
様 化 ，

ム，多文化プロジェク
ト，二文化統合理解学
習，音声教育実践，相

ロール・プレイ，シナリオ・プレイ，
コンピュータ教材，教師と学生の役割，
サイド発話，発話機能，やりとりの特

年少者 互学習，取り出し授業，
発音学習，ピア・モニ
タリング活動，在籍学

徴に見られるプロセス，自発的発話，
母語の役割，コミュニケーション・ス
トラテジー，リソース，リライト教材，タリング活動，在籍学

級の授業
トラテジ ，リソ ス，リライト教材，
自己モニター，評価，学びのプロセス
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2000年代の会話データ分析2000年代の会話デ タ分析

（1）分析データの種類

教室活動中の会話 教室外活動の会話 ロ ル教室活動中の会話，教室外活動の会話，ロール

プレイ，寸劇の会話など

（2）分析項目

運用ストラテジーの習得，モニタリング能力，

人間関係の構築過程，教科学習の問題点など

（3）実践現場への活用（3）実践現場への活用

①様々な実践の成果（協働学習など）を可視化

②JSL児童の日本語能力の育成や評価など社会的な②JSL児童の日本語能力の育成や評価など社会的な

問題に関わる実践研究でも利用
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1980年代（1）会話データ分析は，実践者自身の実践の改
善と 特定 教授法 普及 ために利用

1990年代

善と，特定の教授法の普及のために利用

（2）コミュニケーション能力の育成を重視する

コミ ニケ シ ン観の変容と 教師の自コミュニケーション観の変容と，教師の自
己成長を促す実践研究の必要性から普及

（3）実践の多様化に伴い 会話デ タ分析が対（3）実践の多様化に伴い，会話データ分析が対
象とするデータの種類や分析項目が多様化

（4）実践の社会化に伴い，実践共同体への還（4）実践の社会化に伴い，実践共同体への還

元や，社会的な視点をふまえた会話デー
タ分析（相互行為分析，批判的談話分析
など）が行われるようになった

今後ますます多様化と社会化が進むと考えられる。
自身自身のコミュニケーション観や実践研究の目的に
ふさわしい会話データ分析とは？
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ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました。
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